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『大本営参謀の情報戦記—情報なき国家の悲劇—』 

推薦者：リオリコグランデ（ペンネーム） 

／著    ★社会の指導層向け必読書 

『エミール １～３巻』        推薦者：
おのがみしゅんいちろう

（ペンネーム） 

ルソー／著  光文社  ★高校生にすすめたい  

『長州奇兵隊－勝者のなかの敗者たち—』      推薦者：上江
か み え

結
ゆう

弥
や

 

一坂太郎／著  中央公論新社  ★おもしろかった本  

『小さな魚－モンテ・カッシノの陥落－新版』    推薦者：井上
いのうえ

暁子
あ き こ

 

エリック・C.ホガード／作  富山房企畫  ★おもしろかった本   



 
 

  

『もうすぐおしょうがつ』     推薦者：電車っ子 Party（ペンネーム） 

西村繁男／さく  福音館書店  ★何度も読み返した本 

『この村にとどまる』            推薦者：原田
は ら だ

純子
じゅんこ

 

マルコ・バルツァーノ／著  新潮社  ★感動した本   

『佐久間宣行のずるい仕事術—僕はこうして会社で消耗せずにやり

たいことをやってきた—』          推薦者：
か み え ひろゆき

 

佐久間宣行／著  ダイヤモンド社  ★おもしろかった本 

 

『博士の愛した数式』             推薦者：荒井
あ ら い

宏
ひろ

祐
すけ

 

小川洋子／著  新潮社  ★感動した本   



 
 

 

  
『ザリガニの鳴くところ』      推薦者：２D（ペンネーム） 

ディーリア・オーエンズ／著  早川書房  ★おもしろかった本    

『星のまつり』                   推薦者：長尾
な が お

敏
とし

博
ひろ

 

最上一平／文  童心社  ★おもしろかった本   

『和菓子のアン』         推薦者：なないろ文庫（ペンネーム） 

坂木司／著  光文社  ★世界が広がる本   

『新世界の天使』               推薦者：石川
いしかわ

実
みのる

 

宮内董次／著  Independently published ほか  ★感動した本   

『朝と夕』                  推薦者：上江
か み え

聡子
さ と こ

 

ヨン・フォッセ／著  国書刊行会  ★感動した本 



 
 

  

『図書館の神様』             推薦者：なえ（ペンネーム） 

瀬尾まいこ／著  筑摩書房  ★何度も読み返した本   

『エリート』               推薦者：上江
か み え

明穂
あ き ほ

 

三月みどり／著  KADOKAWA  ★おもしろかった本   

『いっしょに翻訳してみない？—日本語と英語の力が両方のびる５日

間講義－』                 推薦者：信國
のぶくに

謙司
け ん じ

 
越前敏弥／著  河出書房新社  ★おもしろかった本 

 

『世界終末戦争』           推薦者：夢一輪（ペンネーム） 

マリオ・バルガス=リョサ／著  新潮社   

★戦後 80 年という節目に考えたい戦争のことを著した本   



 
 

 

  
『祖母姫、ロンドンへ行く！』       推薦者：小塚

こ つ か

惠子
け い こ

 

椹野道流／著  小学館  ★おもしろかった本    

『思い出株式会社』                推薦者：西田
に し だ

裕子
ゆ う こ

 

土屋嘉男／著  清水書院  ★何度も読み返した本 

『大人の見識』              推薦者：荻原
おぎわら

達
たつ

義
よし

 

阿川弘之／著  新潮社  ★何度も読み返した本  

『嵐吹く時も』                推薦者：田中
た な か

昌司
しょうじ

 

三浦綾子／著  新潮社  ★感動した本   

『変な家』                          推薦者：上江
か み え

智希
と も き

 

雨穴／著  飛鳥新社  ★おもしろかった本 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『静かな退職という働き方』  推薦者：ＦＩＲＥに失敗した男（ペンネーム） 

海老原嗣生／著  PHP 研究所  ★必読書  

『老人初心者のたくらみ』                推薦者：新田
に っ た

美
み

智
ち

 

阿川佐和子／著  中央公論新社  ★おもしろかった本   

『蓮と刀—男はどうして“ 男”をこわがるのか？—』 

                 推薦者：まどのうめ（ペンネーム） 
橋本治／著  河出書房新社  ★何度も読み返した本 

『君を守ろうとする猫の話』       推薦者：Main（ペンネーム） 

夏川草介／著  小学館  ★何度も読み返した本 

 



 



  

 



 

郷土の歴史と伝承 
古風な農村の結婚習俗 関口 宣

のぶ

明
あき

 

結婚―それは人の一生の大きな節目であり、

かつての農村では、家と家とを結ぶ重要な儀式

でした。縁談は家長を中心に取り仕切られ、家

どうしや地域のしきたりが結婚のありかたを決

めていました。その具体例として、大正初期ま

で、調布でも行われていた「アシイレ（足入れ）」

があげられます。それは名前のとおり、花嫁が

初めて婿
むこ

の家の敷居をまたぐことをさし、形式

的な披露宴に先立つ大切な儀式でした。 

１．結婚と家のつながりを支えたアシイレ 

 アシイレは結納
ゆいのう

（婚約のあかしとして金品を

取り交わす儀式）がすむと、正式なお披露目よ

りもかなり前に、嫁となる娘が仲人とともに婿

の家に樽酒を持って行き、娘が一時的に泊まる

結婚の形式です。これがすむと結婚が破談にな

ることはほぼなくなり、両家の往来は自由にな

りました。そのため、田畑をもって人手のほし

い農家にとっては都合のよい方法でした。 

当時は同じ村や近隣地区との結婚が多く、相

手方の経済状況や家族の様子もよくわかってい

ました。こうした状況から、嫁入り支度が整わ

ないうちに婿方で早く嫁を迎えたい場合、祝

儀・披露宴を省略して、ごく内輪の盃 事
さかずきごと

です

ませることもありました。 

２．調布に残るアシイレの記録 

旧深大寺、入間
い り ま

、下石原
しもいしわら

などの各地区では、

このアシイレが行われていました。結納がすみ、

式まで数ヶ月を残したころ、吉日を選んで嫁と

嫁方の仲人が婿の家を訪ね、簡単な盃事をしま

す。そして嫁は一日から数日婚家に泊まり、帰

りには婿方の仲人が嫁の家まで送り届けました。 

婚礼の時期についても吉凶を判断して、節分

を過ぎて年が変わるまで式を延ばしたりしまし

た。旧下
しも

仙川
せんがわ

村には、アシイレの記載がある明

治から大正初期にかけての記録が残っています。

それによると、明治 35（1902）年には、婿が 25

才の厄年
やくどし

を迎えるのを避けて、節分前の 1 月末

に、以前からの親類がいる隣村の給
きゅう

田
でん

から嫁が

アシイレし、農繁期の始まる前の 4 月に本式を

あげたとあります。 

３．アシイレ婚から嫁入り婚へ 

アシイレは古くからの「つまどい婚」（夫が妻

の家を訪れるだけで同居しない結婚様式）の影

響を受けた形と考えられており、夫婦は当初

別々に暮らし、地域によって妻が夫の家に通う

場合と、夫が妻の家に通う場合の二つの方式が

あったと推定されています。調布のように妻が

夫の家に通う場合は、嫁は婚礼直後に 姑
しゅうと

と同

居し、「サイフワタシ」などといわれるように、

一定の時期をへて、嫁の性質や才能をみてから

家政をまかされる家族制度と結びついた仕組み

でした。アシイレの風習は、家格を重んじ女性

のはたらきを低く見る武家の嫁入り婚が広まる

と次第に姿を消し、現在のような嫁が婿の家に

入る結婚が主流となりました。 

結婚の慣習には、時代 

ごとにその暮らし方や価 

値観に適した形がありま 

した。調布に残された伝 

承をたどることは、結婚  農家に嫁ぐ花嫁 

の歴史を通して「人と人がどう結びついて生き

てきたのか」を考えるうえで、今なお意味深い

ことといえるでしょう。 

※参考文献：『調布市史 民俗編』調布市 

『広辞苑』岩波書店  

 

 

 
 

 

 


